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『歎異抄』第 11 条 

～誓名別信の異義（本願と名号の関係）～ 

 

■唯円房の歎異 

第 11 条～第 18 条は親鸞聖人が往生された後、唯円房が残された門弟達の間で5 

問題になっていた様々な異義を取り上げ、聖人の言葉をより所にしながら批判

し、歎異していく条である（歎異篇）。 

 

【本文】 

 一文不通のともがらの念仏申すにあうて、「なんぢは誓願不思議を信じて念仏申10 

すか、また名号不思議を信ずるか」と、いひおどろかして、ふたつの不思議を子細

をも分明にいひひらかずして、ひとのこころをまどはすこと、この条、かへすがへ

すもこころをとどめて、おもひわくべきことなり。 

 誓願の不思議によりて、やすくたもち、となへやすき名号を案じいだしたまひて、

この名字をとなへんものをむかへとらんと御約束あることなれば、まづ弥陀の大悲15 

大願の不思議にたすけられまゐらせて生死を出づべしと信じて、念仏の申さるるも

如来の御はからひなりとおもへば、すこしもみづからのはからひまじはらざるがゆ

ゑに、本願に相応して実報土に往生するなり。これは誓願の不思議をむねと信じた

てまつれば、名号の不思議も具足して、誓願・名号の不思議ひとつにして、さらに

異なることなきなり。 20 

 つぎにみづからのはからひをさしはさみて、善悪のふたつにつきて、往生のたす

け・さはり、二様におもふは、誓願の不思議をばたのまずして、わがこころに往生

の業をはげみて申すところの念仏をも自行になすなり。このひとは名号の不思議を

もまた信ぜざるなり。信ぜざれども、辺地懈慢・疑城胎宮にも往生して、果遂の願

（第二十願）のゆゑに、つひに報土に生ずるは、名号不思議のちからなり。これす25 

なはち、誓願不思議のゆゑなれば、ただひとつなるべし。 

 

【現代語訳】 

 文字の一つも知らずに念仏している人に向って、「お前は阿弥陀仏の誓願の不可

思議なはたらきを信じて念仏しているのか、それとも、名号の不思議なはたらき30 

を信じて念仏しているのか」といって相手をおどかし、この二つの不可思議につ

いて、その詳しい内容をはっきりと説き明かすこともなく、相手の心を迷わせる

ということについて。このことは、よくよく気をつけて考えなければなりません。 

 阿弥陀仏は、誓願の不可思議なはたらきにより、たもちやすく称えやすい南無

阿弥陀仏の名号を考え出してくださり、この名号を称えるものを浄土に迎えとろ35 
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うと約束されているのです。だから、まず一つには、大いなる慈悲の心でおこさ

れた誓願の不可思議なはたらきにお救いいただいて、この迷いの世界を離れるこ

とができると信じ、念仏を称えるのも阿弥陀仏のおはからいであることを思うと、

そこにはまったく自分のはからいがまじらないのですから、そのまま本願にかな

って、真実の浄土に往生するのです。 5 

 これは、誓願の不可思議なはたらきをひとすじに信じれば、名号の不可思議な

はたらきもそこにそなわっているのであり、誓願と名号の不可思議なはたらきは

一つであって、決して異なったものではないということです。 

 次に、自分勝手なはからいから、善と悪について、善が往生の助けとなり、悪

が往生のさまたげとなると区別して考えるのは、誓願の不可思議なはたらきを信10 

じないで、自分のはからいで浄土に往生しようと努め、称える念仏をも自分の力

でする行とみなしてしまうことです。このような人は、名号の不可思議なはたら

きも信じていないのです。しかし、信じてはいないけれども、念仏すれば辺地懈

慢界・疑城胎宮などといわれる方便の浄土に往生して、果遂の願により、ついに

は真実の浄土に生れることができます。それは名号の不可思議なはたらきなので15 

す。このことはそのまま誓願の不可思議なはたらきによるのですから、この二つ

はまったく一つのものなのです。 

  

【解説】（梯 實圓和上『大きな字の歎異抄』188 頁） 

この条は、本来は離すことのできないはずの誓願不思議と名号不思議とを切り20 

はなして、誓願不思議を信ずるものは真実報土の往生を遂げるが、名号不思議を

信じて称名するものは、自力の行者であるから、化土の往生しかできないと主張

した誓名別信（別執）の異義を批判されたものです。誓願の不思議によって、ど

んな愚か者もたもち易く、称え易いようにと、名号に不可思議の徳をこめて選び

とり、この名号を称えるものを救うと約束されたのですから、その本願を信じて25 

念仏すべきです。それなのに誓願と名号とを分けて、どちらを信ずるかというこ

とは正しい本願の領解ではないと批判されるのです。 

 

誓願･･･ 

法蔵菩薩が一切衆生（私）を救おうとされた誓い（本願）。五劫という果てしな30 

い思惟を重ねられた誓い。 

 

名号･･･ 

この誓いをもとに兆載永劫の菩薩の修行を積まれて完成されたのが、「南無阿弥

陀仏」の名号。つまり、名号は阿弥陀仏の本願のこころを十方に告げる言葉。 35 
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■第 11 条（誓名別信の異義）について 

 第 11 条以下は、「上人（親鸞聖人）の仰せにあらざる異義ども」（第 10 条）、す

なわち親鸞聖人の教えと異なったことを主張する「異義」に対して誡め、悲歎し、

正しい念仏の教えを示そうとする唯円房の言葉が語られていきます。したがって

前半の 10 条までは「師訓篇」、後半 11 条以下は「歎異篇」ともいわれます。 5 

 第 11 条のテーマは、「本願と名号」の関係です。すべての生きとし生けるもの

を救いとって浄土へ往生させるという「本願」（阿弥陀仏の願い）は、具体的には

「南無阿弥陀仏」の名号となってはたらき続けています。したがって、本来「本

願」と「名号」は別物ではなく、いずれも阿弥陀如来の救いに不可分のものに他

なりません。 10 

 その二つに違いをみて、素直に念仏している人に対して、「どちらを信じている

のか？」と問い詰め、混乱させるようなことを誡められたのが、第 11 条の内容で

した。本条の中ほどに「これは誓願の不思議をむねと信じたてまつれば、名号の

不思議をも具足して、誓願・名号の不思議ひとつにして、さらに異なることなき

なり（これは、誓願の不可思議なはたらきをひとすじに信じれば、名号の不可思15 

議なはたらきもそこにそなわっているのであり、誓願と名号の不可思議なはたら

きは一つであって、決して異なったものではないということです）」といわれてい

る言葉が、一番の要となる箇所です。 

ここで示されている「誓名別信」の異義は、親鸞聖人の在世当時から、関東の

門徒の中に主張する者がいたようです。親鸞聖人のご消息（お手紙）の中にも、20 

誓願と名号を別物と考える理解を誡められた内容のものが存在します。 

 

※親鸞聖人の「本願の名号」という表現 

『一念多念文意』（註釈版 678） 

「聞其名号」といふは、本願の名号をきくとのたまへるなり。きくといふは、本25 

願をききて疑ふこころなきを「聞」といふなり。またきくといふは、信心をあら

はす御のりなり。「信心歓喜乃至一念」といふは、「信心」は、如来の御ちかひを

ききて疑ふこころのなきなり。 

 

『尊号真像銘文』（註釈版 652） 30 

「真実功徳」は誓願の尊号なり、「相」はかたちといふことばなり。 

 

『教行証文類』「行文類」（註釈版 203） 

本願の名号は正定の業なり。 

⇒ 「南無阿弥陀仏」の名号は、阿弥陀仏の願いが力となって完成したもの。 35 
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「本願の名号」による救い 

阿弥陀如来の本願は、「名号を称えるものを救わずにはおかない」という誓いで

す。この如来の本願が名号となってはたらいているのですから、名号のはたら

きそのものが、すなわち阿弥陀如来の救いのはたらきそのものなのです。 5 

名号は衆生の上では「信心」となり、「念仏」となります。衆生が信じよろこぶ

ことも、よろこびのなかで「念仏」することも、衆生の行為ではなく、「如来」

の本願が名号となってはたらいているすがた」に他ならないのです。 

 

○誓願と名号は不可分 10 

誓願の不思議をむねと信じたてまつれば、名号の不思議も具足して、誓願・名号

の不思議ひとつにして、さらに異なることなきなり。 

誓願の不可思議なはたらきをひとすじに信じれば、名号の不可思議なはたらき

もそこにそなわっているのであり、誓願と名号の不可思議なはたらきは一つで

あって、決して異なったものではない。 15 

 

誓願不思議 ⇒ 信心ひとつの救い 

名号不思議 ⇒ 念仏ひとつの救い  

 

『歎異抄』第１条 20 

弥陀の誓願不思議にたすけられまゐらせて、往生をばとぐるなりと信じて念仏

申さんとおもひたつこころのおこるとき、すなはち摂取不捨の利益にあづけし

めたまふなり。 

阿弥陀仏の誓願の不可思議なはたらきにお救いいただいて、必ず浄土に往生す

るのであると信じて、念仏を称えようという思いがおこるとき、ただちに阿弥25 

陀仏は、その光明の中に摂め取って決して捨てないという利益をお与えくださ

るのです。 

⇒ 信心と念仏を区別するのは誤りである 

 

『親鸞聖人御消息』（註釈版 781） 30 

誓願・名号同一の事 

御文くはしくうけたまはり候ひぬ。さては、この御不審しかるべしともおぼえず

候ふ。そのゆゑは、誓願・名号と申してかはりたること候はず。誓願をはなれた

る名号も候はず、名号をはなれたる誓願も候はず候ふ。かく申し候ふも、はから

ひにて候ふなり。ただ誓願を不思議と信じ、また名号を不思議と一念信じとなへ35 
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つるうへは、なんでふわがはからひをいたすべき。ききわけ、しりわくるなどわ

づらはしくは仰せられ候ふやらん。これみなひがことにて候ふなり。ただ不思議

と信じつるうへは、とかく御はからひあるべからず候ふ。往生の業には、わたく

しのはからひはあるまじく候ふなり。あなかしこ、あなかしこ。ただ如来にまか

せまゐらせおはしますべく候ふ。あなかしこ、あなかしこ。 5 

 

誓願と名号とが同一であるということについて 

お手紙を詳しく読みました。どうしてこのような疑問をお持ちになるのかわか

りません。なぜなら、誓願といっても名号といっても異なったものではないか

らです。誓願を離れた名号もありませんし、名号を離れた誓願もありません。10 

このようにいうことさえもまた、はからいなのです。ただ誓願を不可思議であ

ると信じ、また名号を不可思議であると疑いなく信じて念仏しているからには、

どうしてそこに自らのはからいをさしはさむことなどできるでしょうか。誓願

と名号とについて、聞いて区別して考えるものであるなどと、わずらわしいこ

とをいっておられるのでしょう。これらはみな誤った考えです。ただ阿弥陀仏15 

のはたらきが不可思議であると信じているからには、あれこれと思いはからう

ことなどあってはなりません。浄土往生のための行いには、はからいをさしは

さむことなどあってはならないのです。謹んで申しあげます。 

ただ阿弥陀仏におまかせしなければなりません。謹んで申しあげます。 

 20 

『教行証文類』「行文類」（註釈版 141） 

つつしんで往相の回向を案ずるに、大行あり、大信あり。大行とはすなはち無碍

光如来の名を称するなり。この行はすなはちこれもろもろの善法を摂し、もろも

ろの徳本を具せり。極速円満す、真如一実の功徳宝海なり。ゆゑに大行と名づく。

しかるにこの行は大悲の願（第十七願）より出でたり。 25 

 

⇒ 広大な功徳をそなえ、速やかに仏のさとりを開かしめ、真実に背かない行であ

るから「大行」と名づけられる。 

 

・「称える」という衆生の行為自体に功徳があるのではない。 30 

・「称えられている」名号そのものに功徳が存在している。 

 

○「名号本尊」について 

浄土真宗の本尊 ＝ 阿弥陀如来（南無阿弥陀仏） 

          「木像」・「絵像」・「名号」の三種類 35 
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名号 ＝ 阿弥陀仏の名前 

 「南無阿弥陀仏」（六字名号）、「帰命尽十方無碍光如来」（十字名号） 

 「南無不可思議光如来」（九字名号） 

 

 5 

 

 

 

 

 10 

    木像      絵像    名号  

 

■自力のはからいを超えた救い 

『歎異抄』第１条（註釈版 832） 

しかれば本願を信ぜんには、他の善も要にあらず、念仏にまさるべき善なきゆゑ15 

に。悪をもおそるべからず、弥陀の本願をさまたぐるほどの悪なきゆゑにと云々。 

 

『歎異抄』第 11 条における批判 

つぎにみづからのはからひをさしはさみて、善悪のふたつにつきて、往生のたす

け・さはり、二様におもふは、誓願の不思議をばたのまずして、わがこころに往20 

生の業をはげみて申すところの念仏をも自行になすなり。このひとは名号の不思

議をもまた信ぜざるなり。 

 

次に、自分勝手なはからいから、善と悪について、善が往生の助けとなり、悪

が往生のさまたげとなると区別して考えるのは、誓願の不可思議なはたらきを25 

信じないで、自分のはからいで浄土に往生しようと努め、称える念仏をも自分

の力でする行とみなしてしまうことです。このような人は、名号の不可思議な

はたらきも信じていないのです。 

⇒ 自らの悪を信じ、自らの善を信じて、本願を疑う自力心のことを「信罪福心」 

という。 30 

 

※自力についての誤解 

自分の努力を往生成仏のために役に立てようとすることが自力なのであって、努

力することそのものが自力なのではない。（『親鸞聖人御消息』，註釈版 746） 

各名号本尊  


